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収録字の配列方法より考察する中国辞書史の構想
花登　正宏
萱
現在､中国で最も古い辞書は『爾雅』とされるが､爾来2000年あまり､中国では
様々な伝統的な辞書が編纂されてきた｡本稿は､中国の多様な伝統的辞書を､その収録
字の配列という観点から分析した場合､一体どの様なことが明らかとなり､従来と異な
った辞書史となるのか､その構想を提示しようとするものである●】｡
壬
本論に入る前に､一般に辞書とはどの様なものと考えられてきたか､その定義につい
てまず確認し､問題の所在を明確にしておきたいと思う｡例えば､手元にあるごくあり
きたりの言語学辞書『辞海(語言文字分冊)』 (修訂本)では2､ ｢辞書｣の項には､
字典､辞典､百科全弔､寺科辞典的銃称｡
とあって､ I,こには今問題にしている辞書そのものの定義は見られないo辞書の定義は
｢辞典｣の項に見られる｡
亦作"司典"o `l'忙集清畠銅咋垣, (2)按某神次序排列, (3'井一一加以解禅,供人査
閲的=具ISo `4'在不同清音固有両神或多神清吉対韓対照的辞典｡
また､同じく『辞海(語言文字分冊)』には､漢字一字を収録の対象とする｢字典｣につ
いても説明がなされており､そこには
J具fS的-恥`1'忙集中守, `2)按某和義字方法鍋排, `3)罪
坦堕C
のようにある｡以上は､中国の簡便な言語学辞書である『辞海(語言文字分冊)』 (修訂
本)に見られた辞書の定義であったが､一方､ R.R.K.ハートマン『辞書学』には辞書につ
一卜一一
いて次のように定義されている-3､
参考図書､ `…)すなわち意味･発膏･綴りまたは他言語の対当語解説を含む､ (`2通
常はA･B ･C順に並べられた)`1'単語のリスト｡
ここに見るように､上に引用した3種の辞書に対する定義の意味する内容ははば共通す
る｡そこで述べられていることは､言い換えれば､少なくとも辞書である限りは備えて
いなければならない条件ということでありへそれをまとめることと､次のようになる●4｡
(1)収録語嚢の問題
(2)配列の問題
(3)説明内容
(4)説明語
これらについて､少し説明を加える｡
(1)_辞書中には､収集された語柔が収録される｡収録の対象は､一般には単語であ
るが､中国に伝統的な『康照字典』のような字書の場合は漢字一字(単字)が収録対象
となる｡
(2)これら収録語垂は､ある一定の観点から整理配列される｡配列には2類あると
考えられる｡機械的配列と項目別配列である｡機械的配列はアルファベット順配列とも
言われ､ abc順､五十音順､イロハ順､ bo po mo fo順などの配列は全てこれに属するo
項目別配列は､収録語費の意義ごとにまとめて配列する方法で､ 『爾雅』や『倭名類衆抄』
といった中国や日本の古辞書にはこの配列によるものが多いo
(3)収録された語費には､発音､意味その他の説明が加えられる｡
(4)その説明内容は､同一言語によってなされる場合と他の言語によってなされる
場合とがある｡後者は時に二つ以上の外国語によって行われることがある｡
では､中国の伝統的辞書は､この定義に当てはめて考えた場合､一体どの様なものに
なるであろうか｡行論の都合上､辞書の要件の順序を一部変更して､説明することとす
る｡
まず(1)収録語糞について､伝統的な中国の辞書の場合､そこに収録される対象は
漢字である｡その漢字は1字が収録の対象となるものの他に､ 2字以上より構成される
文字群が収録の対象となるものもある｡あとで述べることになる､ 『説文解字』や『康照
字典』などの形書(一般には字書と呼ばれる)､ 『広韻』などの善書(一般には韻書と呼
ばれる)は漢字1字を収録の対象､つまり親字とし､ 『爾雅』などの義書はその収録字に
2字以上の熟語を含むo
(3)説明内容については､収録字､収録字群の意味､発音のほかに､引用文献など
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について説明が加えられるのは,中国の辞書も中国以外の国の辞書と変わるところはな
い｡
(4)については､中国の伝統的な辞書は同国語によってなされるのが原則である｡
最後に､ (2)配列については､収録の対象である漢字に字形･字音･字義の3つの要
素のあるところから､中国の伝統的辞書にはこの各々を配列の手段とする辞書が存在す
る0　本稿は､この配列方法に注目して､中国辞書史を考えてみようとするわけである
が､この配列方法というのは『辞海(語言文字分冊)』 (修訂本)が｢字典｣に対して下
した定義に｢文字を検索する方法により配列｣とあるように`5､収録字を配列する方法で
あると同時に､収録字を検索する方法でもあることには特に注目しておく必要がある｡
参
前節で､漢字には字形･字音･字義の3つの要素のあるところから､中国の伝統的辞
書にはこの3者を配列の手段とするものがあると述べだ60いま､それらの成立した時代
について考えてみると､字形を配列の手段とする形書の中で最も古く成立したものは後
漢･許憤.の『説文解字』である事は言うまでもない.次に､字音を配列の手段とする苦
書の晴夫は魂･李登の｢声類｣､晋の呂静の｢韻集｣､字義を配列の手段とする義書の始
めは『爾雅』である｡そうすると､これら3種の辞書は､義書･形書･青書の順に成立
したことになる●7｡では､配列手段､方法の相違により､このような成立の順序になった
理由は奈辺に求めることが出来るのであろうか｡
辞
順序を入れ替えて､まず形書である『説文解字』から検討することとしたい｡言うま
でもなく､ 『説文解字』は漢字を字形学的に分析した最初の書で､ 9,353字とその重文1,163
の収録字について､著者許憶がその初義と考えた意味を記述した字書である｡収録字は､
540の部首のどれかに繋属して配列され収録字の字形分析法としては指事･象形･形声
･会意･転注･仮借の六書の理論が採用された｡収録字を部首に繋属させて配列するこ
とと､六書の理論とは『説文解字』という書物の2つの根幹をなしている｡
この配列方法として採用された部首は､撰者許慎の創案になるもので､漢字を分類･
3-
配列する方法として極めてすぐれており､ 『説文解字』以降に編纂された形書はほぼ例外
なくこの部首を配列の手段として採用し､今日に至っている｡我が国通行の漢和辞典に
おいても､収録字が部首別に配列されていることはよく知られているところである｡た
だ､同じく部首を配列の手段としているとは言うものの､ 『説文解字』と例えば我が国の
漢和辞典とは収録字の配列方法に極めて大きな違いがある｡
周知のごとく､漢和辞典においては､部首は筆画順に配列され､そしてその部首に属
する収録字も垂画順に配列されるという､検索に極めて便利な体裁となっている■R｡一方
『説文解字』にあっては､収録字はいずれかの部首に繋属するとは言うものの､部首も
そして部首内の収録字も筆画順に配列されてはいない｡いま部首の最初の5文字と最後
の5文字を示すと､
一一上-示一三一王---　中一酉-酋一成-亥
のようになっている｡いわゆる｢始-終亥｣である｡許慎が部首をこのように配列した
のは､彼の宇宙観･世界観に基づくものであるが●9､彼自身はそれを具体的に示していな
いため､後世の学者はこの｢始-終亥｣の意味を明らかにすることを様々に試みた｡そ
れが説文建首の学と呼ばれるものである'川｡また､部首内の収録字の配列については､ 『説
文解字』に注釈を施した段玉裁によると､意味の関連をその基準としたという●11｡
以上に述べたように､部首というものを創案し､収録字をそれに繋属させて配列する
というのは許慎の大きな功績であったが､部首･収録字の配列については､検索の便と
いう観点からするとなお改良の余地あるものであった｡
伍
では､改良の余地あるものであったにせよ､なぜ許慎の時代､紀元2世紀の初めにな
ってこのような部首による収録字の配列方法､つまりは部首という収録字の配列手段が
考案されるに至ったのであろうか｡私見では､それは2つの要件が充たされたからであ
ると考える｡要件の第1は､漢字の字体の統一､要件の第2､これも要件の第1と関わ
りのあることであるが､識字教科書の成立である｡この2点について､検討を加えたい｡
まず､要件の第1について｡ 『説文解字』の収録字は小策である｡周知のごとく､小策
は秦の始皇帝による中国統一の後､度量衡などと共に紀元前221年に制定された統一文
字である'12｡統一される以前の中国においては､東方に古文､西方に籍文●13､また南方で
は楚文字というふうに､各国でその字体を異にする文字が使用されていた｡このような
4
状況の中で､あらゆる字体の文字をそこに繋属させるような部首を抽出するのは､不可
能であろう｡部首の抽出は文字の統一が前提となる｡つまり､小策という統一文字が成
立して始めて､ここに小策という文字体系の中にある全ての文字を繋属させる部首の成
立する可能性が生まれるものと考えられる"4｡
要件の第2､つまり識字教科書については､秦代に統一文字である小策が生まれると､
この小策を身に付けるための教科書が編纂された｡それが､李斯の｢蒼領篇｣､趨高の｢麦
歴篇｣､胡母敬の｢博学篇｣である●150時代が変わり漢代になっても､司馬相如により｢凡
将篇｣が､史滋削こより『急就篇』が､季長により｢元尚篇｣という識字教科書が編纂さ
れた●16｡いま､識字教科書の代表として､梁の周興嗣の作とされる『千字文』を取りあげ､
その内容を検討する｡その始めは､
天地玄黄､宇宙洪荒｡日月盈戻､辰宿列張o寒来暑往､秋収冬蔵｡
のようになっていて､全体として意味のある文章が､ 4字で一句をなし､偶数句で押韻
している｡識字教科書は一般にこのように､ある一定の意味ある文章を4字あるいは7
字1句とし､偶数句末で押韻する｡言うまでもなく､これは記憶の便を図ったものであ
る｡
先に挙げた､秦漢代に生まれた識字教科書のうち現存するのは『急就篇』のみである｡
その中に､例えば次のような2句がある｡
銅鍾鼎釧鏑匝跳､鋼鉦鍵鈷冶銅鏡｡
『急就篇』本文はじめに､ ｢羅列諸物名姓字｣とあるように､ 『急就篇』は万物の名称､
多くの姓名を連ねて編纂されているが■17､各句が一定の意味を持つという､識字教科書の
原則は外していない｡ここの意味は､ ｢鍾鼎研鏑匝銚などの器物は銅で作り､そのほか銅
鉦鍵鈷錆などの器物は金属を溶かして鋳造する(冶銅)｣という意味であろう｡ ■ところで､
ここに見るように､ 『急就篇』は｢諸物の名を羅列｣することを意図しているために､文
章を構成する文字に構成要素として､この場合金属から出来ていることを示す｢金｣を
持つものが､ 14字中11字ある｡このことが､部首というものを創案するのに大きく
関わったことは疑いがない｡
以上､文字をその字形により配列､従って同時に字形により検索する手段である部首
が成立するための2つの要件､統一文字である小策の制定と識字教科書の成立について
みてきた｡上に述べたように､この2要件とも小策のための識字教科書､李斯の｢蒼頴
篇｣､趨高の｢麦歴篇｣､胡母敬の｢博学篇｣等が成書した際には､みたされていた可能
性も無くはない●18｡しかし､形書の始めである『説文解字』の成立は紀元100年まで得た
ねばならなかった｡これは『説文解字』の成立は単にその配列方法という観点から考察
するのみでは不十分であることを意味している｡この間題については､秦の始皇帝によ
る焚書坑儒と､秦滅亡後の今文学､古文学における文字学のあり方などがその成立に大
きく関わって来ようが､このことに論究することは本稿の企図する範囲を大きく外れる
ので･いまは論じないoただ､ここでは部首が成立するための要件はすでに秦代におい
て基本的に整っていたと思われるが､それを実際に創案したのは後漢の許懐まで待たな
ければならなかったことを指摘しておくにとどめる｡
陸
次ぎに､書書について検討したいo著書の始まりは､魂の李登の｢声類｣､晋の呂静の
｢韻集｣で､ともに『障害』 ｢経籍志｣にその名は見えるが､伝わっていない･19｡この2書
については､ 『魂書』 ｢江式伝｣に､
(呂)悦弟静,別放散左校今季登聾類之法･作韻集五巻,宮両角徴羽各為-笛｡
とあり､唐･封演の『封民間見記』 2巻に､
魂時有季登者,挟撃類十巻,凡一寓一千五百二十字･以五尊命字,不立諸部o晋有
呂快, ･-･･複撰字林七巻,亦五百四十部, --･儲部皆依説丸
とあって､これらがどの様な書物であったかを想像することが出来る｡まず､ 『聞見記』
の方から見ていくと､ ｢声類｣は五声をもって字に命じ､ ｢諸部｣を立てなかったという｡
その後の記述で｢字林｣は540部で｢諸部｣は『説文解字』によったと言うところから､
｢諸部｣とは部首であり･ ｢声類｣は部首分類の書ではなかったことが分かる｡また､ ｢五声｣
については､ ｢江式伝｣のほうに､呂静は李登｢声類｣の方法に倣って｢韻集｣を作り､
それは｢宮商角徴羽をおのおの一第と為｣したものであったとある｡これが呂静が｢声類｣
に倣ったところと考えられるoこのことは､ ｢宮商角徴羽｣は五音と呼ばれるが､また｢五
声｣とも呼ばれることから確認できるo宮商角徴羽､つまり五声をおのおの1篇とすると
いうのは､言うまでもなく五声によって分巻したことを意味する｡この五声については､
本来は音階の名前であるが･魂晋のころにあっては後世の平上去人の四声を意味するこ
ともあった●200後世の｢切韻｣や『広韻』が声調により分巻して､上平声､下平声､上声､
去声､入声の5巻にわけており､ 『聞見記』で｢声類｣が10巻､ ｢江式伝｣で｢韻集｣が5巻
のように･ 5あるいはその倍数となっているのも､これら2書が声調により巻を分けて
いたことを示す■21｡
ところで､著書の始めである｢声類｣ ･ ｢韻集｣ 2書が具体的にどの様な体裁であった
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かについては､原本は失われ､また文献的にも明らかにすることは出来ない｡しかし､
これら2書の名は晴代に編纂された｢切韻｣の序にその名が見えるほか､ 『晴書』 ｢経籍
志｣にもその名が見えるため､唐代のある時期まで伝存していたことは疑いない｡しかし､
その体裁について｢切韻｣と異なっていたとの記録もない｡このことより､ ｢声類｣ ･｢韻
集｣の2書は､その体裁は上にも述べたように､ ｢切韻｣と同様に先ず声調により分巻し､
次いで各声調の中は韻により分けられた､押韻字検索のための韻書であったと考えられ
る｡
そうであるとすると､これらの書が成立するためにはその前提条件として､中国語の
音節構造IMVE/Tのうち､少なくとも(M) VE/T (韻)についての十全な分析
が可能となっている必要がある●22｡
染
中国の伝統的な漢字の注書法方として｢反切｣がある｡反切は､漢字2字により､他
の文字の昔を示そうとしたもので､例えば｢都｣は｢当孤切｣のように表される｡往昔さ
れる文字､ここでは｢都｣は被切字あるいは(反切)帰字､往昔する｢当｣､ ｢孤｣は中
国の伝統的書写方法は縦書きであるところから､おのおの(反切)上字､ (反切)下字と
呼ばれる｡この反切からは､
当dang　十　孤gQ　一　都dQ
のように､上字からは声母､下字からは韻母と声調をとり､それらを合わせて求める音
を取り出す｡つまり､上字と帰字は双声､下字と帰字は畳韻ということになり､反切は
この双声･畳韻という元々は『詩経』以前より存在していた修辞法から考案された漢字
注書法ということになる｡
反切は声､韻､そして調の3者についての分析が完了して始めて成立する｡では､反
切はいつ頃に成立したのであろうか｡伝統的に反切は魂､あるいは漢末魂初のひとであ
る孫炎が作ったといわれてきた●230　しかし､反切のような極めて社会的な産物を特定の個
人が作ったものとは考え難い｡現在では､後漢の服度･応助の『漢書』.k対する注に反
切の見られるところから､その成立を2世紀に置く考えがあるが■24､一万で応勘が『漢書』
全体に注をつけているにもかかわらず､その反切が｢地理志｣にのみわずかに2例見える
に過ぎないところから､その反切が応勘のつけた音をそのままつけたかどうかについて､
少しく疑念を呈する向きもないわけではない◆25｡しかし､漢末魂初の頃には反切は成立し
ていたというのが現在の大方の音韻学者の共通の認識である｡
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反切の成立は､前節でふれた(M) VE/T (韻)の分析の終了を意味する｡ここに､
音書を配列する手段が生まれたことになり､魂晋にいたり､ ｢声類｣ ･ ｢韻集｣の成立する
条件が整ったことになる｡
イ自
ここでやや脇道にそれるが､音を配列の手段とする音書が､その当初､なぜ押韻字検
索のための辞書である韻書として編纂されたのか､少し触れておくこととしたい｡
漢字の音節構造についての十分な分析が行われ､反切が成立した漢末魂初の頃､この
新たな知識が必要とされる場にはどの様なものがあったかを考えてみると､次の2件が
挙げられるように思う｡ (1)は､詩文の押韻･平灰への利用であり､ (2)は外国語で
あるインド語を漢字で音訳する仏教方面での利用である●26｡ (1)については､特に説明
を加える必要はないと思うが､後者については少し説明しておく必要があろう｡ (2)は､
インドの言語で書かれた仏教の経典を中国語に翻訳するに際し,時にインドの言語の多
音節語の語柔を単音節の漢字を用いてそのまま音訳する必要がある場合がある｡その時
に中国語の苦節構造の分析より得られた知見が必要となることを言う｡例えばBuddhaを
仏､ arahanを阿羅漢､ nibbanaを泥海等と音訳する時､声･韻についての知識が当然必要
となるであろう●27｡
すると､当時にあって､この二つの場のうちどちらの方面から､漢字の音節構造とい
う､新たに得られた知識をより多く利用したであろうか｡言い換えれば､どちらからの
必要度がより高かったであろうか｡言うまでもなく､それは(1)の詩文の押韻･平灰
への利用という方面からの利用が多かったに違いない｡詩文を作ることは､士大夫の本
業といってよいものであるのに対し､仏典の翻訳の作業は僧侶の中でも､インド語･中
国語の双方に精通した一部のものが従事していたに過ぎないからである｡もし仮に､漢
字についての音声知識を利用して､中国語､つまり漢字とインド語との対書辞典を作る
とすれば､言うまでもなく声母を第一の配列手段とする辞書が構想されたはずであるが､
魂晋の頃にそのような辞書が構想されたという話を聞かない｡つまり､その方面からす
る要請度は高くなかったのである｡一方､詩文を作成する人々の方からは､平灰の区別､
押韻字検索のための辞書を要望する声が高かったに違いない｡魂に李登の｢声類｣､晋に
呂静の｢韻集｣が編纂され､そののちも夏侯詠｢韻略｣ ･陽休之｢韻略｣ ･周思言｢音韻｣
･李季節｢音譜｣ ･杜墓卿｢韻略｣と●2g､晴の｢切韻｣の編纂されるまでに陸続と韻書が
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編纂されたことは､その要請の高かったことを物語る｡
また､押韻は(M) VE/Tの一致を求める｡すると､仮に押韻字検索のための韻書
を編纂するとすると､ (M) vE (韻母)でまず配列し､次ぎにT (声調)により配列する
という選択肢もなかったわけではない｡しかし､韻書の始めである､ ｢声類｣にせよ｢韻
集｣にせよ､
(1)声調　平声(上平声､下平声)･上声･去声･入声　(T)
(2)韻　((M) VE/T)
(3)同音字ごとにまとめる　(IMVE/T)
のように､収録字について､まず声調による第1段階の分類を行い､ついで､韻により
第2段階の分類を行っており､以降のいわゆる詩のための韻書はいずれもこの体裁から
外れることはない｡この点に関しては､次のように考える｡詩文作成面よりする新知識
の利用は､押韻のはかに平灰への利用がある｡これは､平声とそれ以外の上声･去声･
入声という､声調に関わるものであること､それに加えて､もうひとつ分類学上の問題
もここに関わってきたのではないかと思われる｡一般に分類基準が複数ある時には､分
類は分類すべき項目数の少ない大分類から行い､分類項目数の多い小分類へ移るという
のが効率的であるとされるC声調の分類項目数は平･上･去･人の4つ､韻は｢切韻｣
で193, 『広譲』で206であり､このことと平灰というものも､それ自治体が声調に関わ
るものであることから､まず声調により分類し､ついで韻により分類するという､現在
普通に目にすることの出来る体裁の韻書が成立することになったのであろう｡
玖
以上見てきたように､形書･青書については､その配列の手段である､字形･字音の
分析をまって､ようやく各々後漢､そして魂晋の頃にその成立を見た｡
最後に義書についてはどうかというと､義書の中で最も古い『爾雅』は､収録する文
字あるいは文字群がどの様な意味内容のものであるかによって､ 1 9菓削F分類され配列
されている｡その1 9類は､
(1)釈詰(2)釈言(3)釈訓(4)釈親(5)釈官(6)釈器(7)釈楽
(8)釈天(9)釈地(10)釈丘(ll)釈山(12)釈水(13)釈草(14)釈木
(15)釈虫(16)釈魚(17)釈鳥(18)釈獣(19)釈畜
のようになっている｡第参節に述べたように､ 『爾雅』は戦国より秦漢にかけて､複数の
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人により手が入れられ､現在見るような形になったものと考えられる｡ 『爾雅』の編纂に
際しては､意味の類似するものをまとめるのみで､とくに複雑な分析を必要とするわけ
でもない｡義書が､形書･青書に先んじて成立した理由はここにあると考えられる｡
考えてみれば当たり前のことであるが､配列の手段とする字形､字音､字義､これら
の分析が終了した後､はじめてそれらを配列の手段とする形書･著書･義書が成立する
こととなるのである｡
拾
私の構想する中国辞書史では､次には形書･音書･義書が成立した後､その各々がど
の様に展開していったのかを検討し､その結果を形書史､青書史､義書史としてまとめ
ることになる｡そして､それを総合したものが中国辞書史となるのである｡
なお､十全な検討を加える必要があるのは勿論であるが､これまでに少しく検討を加
えたこともあるので､まず形書のその後の展開について見てみたいと思う｡
最初の形書である『説文解字』は､部首を配列の手段としたものであった｡王朝体制
下の中国にあっては､形書である字書は一貫してこの部首を配列の手段としてきた｡た
だ､部首を配列の手段とするという点では共通するが､部首の利用の仕方は近世に至る
と変化するようになる｡それは､
(1)説文解字方式(始-終亥)の踏襲
(2)説文解字方式の改変一画引き字書の成立
のようにまとめることが出来る｡ 『説文解字』の部首配列は､先に述べたように撰者許懐
の世界観･宇宙観に基づく｢一に始まり亥に終わる｣ものであった.その後長い間､字
書の部首はこの方式により配列される｡例えば､ 『説文解字』ののち､最初に成立した字
書である晋の呂悦撰の｢字林｣ (秩)について､ 『封氏聞見記』巻2は次のように述べる｡
曹有呂悦,吏按群典捜求異字,復撰字林七巻,亦五百四十部,凡-寓二千八百二十
字,諸部瞥依説文｡
部首は説文に依るとあるが､配列順についてもおそらくは『説文解字』のそれを踏襲し
たのであろう｡また､ 『玉篇』は542部､時代は下り宋･司馬光の奉勅撰になる『類篇』
は543部であるなど29､部首の数こそ少しく異なるが､これら後世の字書はいずれも基本
的には｢始-終亥｣方式により部首を配列してきた｡この｢始-終亥｣方式による部首
配列は､部首を検索する際にも一定の困難を伴うが､その部首の元にまとめられている､
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筆画順によらない収録字を検索する場合には更なる困難を伴うものであったことは､容
易に想像することが出来る｡この状況は金の韓道昭『改併五書類衆四声篇』に至って一
変する｡
拾萱
『改併五書類衆四声篇』が『説文解字』の｢始-終亥｣方式による部首配列に代えて､
部首をその声母による一定の順序により配列し､さらにその収録字の一部についてのみ
ではあるが､その配列に画引きを採用していることを明らかにしたのは､福田裏之介氏
であった｡いまから30年近く以前のことである｡しかし､この説は我が国以外では意外
と知られていないようで､今日に至ってもなお中国では紹介されていないようである｡
例えば銭剣夫『中国古代字典辞典概論』 64頁には次のようにある●300
継承《脱文》的"部首分共栓手法"而有更大改辻､悦解也較通俗､井力后乗的字典莫
定初歩的編排基穂的,在《玉篇》和《英篇》以后, 《字忙》安居首位Q ･･-･･ 《字忙》
不但更加筒化了《脱文》原来的部首,全弔只有~二百四十十部●31,而且毎部的排列都足
技篭剣多少以力先后的順序｡
ここでは､部首の配列について､ ｢始-終亥｣方式を改めて､その筆画順による配列を採
用した最初の字書は『字尭』であるとし､高く評価していることが見て取れる｡なお､ 『字
糞』では各部首中の収録字も筆画順に配列されているのであるが､この点について銭氏
ははっきり述べたところはないようである｡また､ 『中国大百科全書(語言文字)』 ｢字棄｣
の項には32､
部首的排列次第按筆画多少叙列先后,少者在前,多者在后｡一部之内的字除去部首
筆画不汁タト,也都按余下的篭画多寡排列,板便栓杏,在検字法上是-大改革o
とあって､ここでは部首の他に収録字も筆画順になっているとするが､双方ともに『改
併五書類衆四声篇』について論及するところはない｡
一方福田氏は､ 『中国字書史の研究』 393貢につぎのようにのべる●33｡
画引き検字法の沿革を見るならば､創始は五音篇海､部首をも画数順にしたのは字
嚢､一応の完成は康照字典とみるべきであろう｡
福田氏の言うところを具体的に説明する｡ 『改併五書類衆四声篇』は､金の韓孝彦が最
初に著し､その次男である韓道昭が改併重編したものである｡本書は『説文解字』の部
首540部を444部に減じ､収録字総数を12,345字とする字書で､ことに部首の配列方法
ll-
に独自のものがあり､ 444の部首をその声母のいかんによって先ず三十六字母(3 6の声
母)に配当し､それらを牙苦(見渓群疑) ･舌頭音(端透定泥) °舌上苦(知徹澄娘) ･重
唇音(封漢並明) ･軽唇音(非敷奉微) ･歯頭書(精晴従心邪) ･正歯音(照穿休審禅) ･
喉音(暁匝影喰) ･半微音(来母) ･半商音(日母)の川副こ配列する｡各字母内に配当さ
れた部首の配列順にはとくに法則性は認められない｡ただここで注目すべきは､部首が
見母〔k〕 (牙音冒頭の字母)に所属するノ｢金部第一｣より｢骨第四十六｣に至る46の
部首中､収録字の多い7つの部首においてのみ収録字が筆画順に配列されているのであ
る｡例えば､ ｢金部第一｣では､ ｢金｣字のあとに｢針､鈍､釜､ --財｣など2-3画の
字が続き､それ以降は陰梓で｢四｣､ ｢五｣と刻され､おのおの金を部首とする4画､ 5
画の字が続く｡見母では､ ｢金｣の他に､収録字の多い｢弓｣･｢巾｣･｢見｣･｢角｣･｢革｣
･ ｢骨｣の計7つの部首において､収録字は画数の少ないものから多いもの順に配列され
ている｡｢.見母に続く渓母では､ ｢口｣ ･ ｢犬｣ ･ ｢欠｣の3部首､群母には筆画順に収録字を
配列する部首はなく､疑母では｢言｣･｢魚｣･｢牛｣･｢｢｣･｢瓦｣･｢玉｣･｢夕■｣の7部首
等､やはり収録字の多い部首は｢金｣と同様の方法で筆画順に配列されている｡各字母
中で部首がなお筆画順でないこと､また全ての部首において収録字が筆画順に配されて
いるわけではないことから､ 『改併五書類衆四声篇』における｢始-終亥｣方式字書より
画引き字書への変更は､福田氏の言われるとおり､ ｢画引きのいわば極めて素朴な体裁を
示し､その濫傷としてふさわしい｣ものであっだ340
画引き字書としては､必ずしも十分なものではなかったが､部首を540より444に減
じた点､またそれを36字母に配当し､ 36字母の順に配列して｢始-終亥｣方式より
の完全な脱却を図った点､さらに一部の部首中の収録字を筆画順に配列して検索の便を
図った点など､ここに説文建首の学は全面的に放棄せられたこととなる｡
拾武
ところで前節において､銭剣夫氏『中国古代字典辞典概論』及び『中国大百科全書
(語言文字)』中の｢字棄｣についての記述を紹介したが､少なくとも『中国大百科全書
(語言文字)』 ｢字柔｣の項の執筆者は､ 『字柔』こそが部首及び部首内の収録字双方を筆
画順に配列した､完全な形での画引き字書の晴夫と考えていたことは明らかである●35｡中
国を代表する百科事典であるから､そこでの定義の持つ意味は大きい｡しかし､これは
果たして事実であろうか｡
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このことの検討に入る前に､先ず『字柔』について確認しておく｡
『字柔』 14巻､明の梅暦酢の撰である｡梅贋所､字は誕生､安微量城の人｡幼きよ
り易を学び､のち国子監大学生となり､小学を治めたという●360　巻首にはその従兄である
梅鼎楚の万暦乙卯(43年､ 1615)の序がある｡いま必要な部分を引用する｡
吾従弟誕生之字桑,其尚其終,悉以歎多寡｡其法自一書至十七喜,列二百十有四部,
統二高二千一百七十九字o (中略)二子士倍士禿能讃父書而梓行えo請序T余｡
ここより､ 『字嚢』の稿本は万暦43年以前には一応の完成を見ていたこと､その刊行を企
図した梅暦酢の二人の子供が伯父たる梅鼎楚に序文の執筆を依頼したことが分かる｡こ
の序からは『字嚢』の部首が全てで214部であること､それらは1画より17画まで筆画順
に配列され●17､収録字33, 179字はその部首に繋属されていることが分かるo　ここからのみ
では､明確に読み取ることは出来ないが､本文を精査してみると､各部首の中の収録字
も確かにその画数の順に配列されており､ 『享受』が部首･収録字ともに筆画順に配列さ
れていることは間違いない｡さらに付言すれば､ 『字糞』は首巻､巻末のほかに本文12巻
があり､本文部分は子集から亥集までの12巻に分巻されている｡ 『字柔』冒頭の序･凡例
に続いて､部首の画数に従い､その部首が子から亥までのどの集にあるかを示した｢字
嚢目録｣があり､例えば｢子集｣には｢一画二画｣､最後の｢亥集｣には十画至十七画｣
とあり､部首の画数が分かれば､この目録を見さえすれば､それが何集にあることが即
座に分かることになっている｡さらに､首巻の｢検字｣には収録字の総画索引も付され
ており､例えばそこの最後には｢三十三画　寵(龍部)｣とあって､収録字の総画数から
も部首を検索することが可能なようになっており､ 『字垂』と言う字書が収録字の検索と
いう点において､きわめて周到に配慮されたものであることが看取できる｡
拾参
前節に見たように､ 『字糞』が部首･収録字の双方が筆画順に配列された字書であるこ
とは確かに間違いないものの･いままで定説とされてきたように､それがこのような配
列方法をとった最初の字書であるかというと,.実はそうではない'38｡私見では､このよう
な配列方法を採用した最初の字書は､ 『洪武正韻』を字書に編み直した『洪武正韻費編』
である｡
『欽定四庫全書総目』､いわゆる｢四庫提要｣の巻43 ｢軽部･小学類存目｣に『洪武正韻
柔編』の解題がある●390
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明周嘉棟撰.嘉横手隆之,貴州人C寓歴己il進士｡官至監察御史.其書取洪武正韻,
以偶発分八十部●40｡所分之部興部中所列之字,皆以字嘉多少為序｡毎字之下,仇各註
日某韻｡持田韻書之本文,編為字書,以便検尋,無所損益｡其分部頗多罪辻,至於
乃字丹字之類,以為無偶発可鋸,編為雑部,附於末,尤不考古義夫｡
ここより､本書は明の周家棟､字は隆之の,撰*41､ 『洪武正韻』の収録字を部首に繋属し､
さらにその部酋及び各部首内の収録字を画数順に配列し直し編纂された字書であること
が明確に指摘されている'42｡しかし､この『洪武正韻柔編』が中国辞書史､あるいは字書
史で取りあげられたことはなかったように思う｡その理由は本書が『四庫全書存目叢書』
の中の1冊として刊行されるまで､さほど人の目に触れる機会が多くなかったためであ
ると考えられる■4㌔　ただ､画引き字書としてはなお不完全なところが無いわけでもない｡
たとえげ-　その部首を抽出できない一部の文字についてはそれを｢雑部｣としているな
どがそれであり､ ｢四庫提要｣にもその指摘がある｡ただ､一応の完成を見た『字秦』の
稿本に撰者梅暦酢の従兄である梅鼎楚が序を書いたのが万暦43年(1615)､一方､注41所
引の『蘭童法萱録』巻20の周家棟の伝によると､周家棟は万暦35年(1607)には死亡
しており､彼には『字柔』を目にする機会はなかったものと考えられる｡従って､なお
改めるべき所はあるものの､部首･収録字双方を筆画順に配列した字書の噂矢は『洪武
正韻尭編』であったと言うことになる●440
拾辞
以上､形書について述べてきたことをまとめる｡
字形により収録字を配列する形書は､許懐が部首を考案することにより､ここにその
成立の基盤を得た｡許懐は540の部首を自身の宇宙観･世界観に基づき､ ｢-｣を始めと
し､ ｢亥｣をその最後とする､ ｢始-終亥｣と呼ばれる方式により配列した｡この｢始-
終亥｣方式の部首配列は長期にわたって踏襲されたが､金の韓道昭の『改併五書類衆四
声篇』は部首を字母の順に配列し直すと共に､その収録字の一部を筆画順に配列した｡
ここに｢説文建首の学｣を完全に放棄した形書の成立を見た｡また､ 『改併五書類衆四声
篇』は540の部首を444にまで減じたことも注目される'450　このように､収録字を筆画順
に配列する形書としては､この『改併五音類衆四声篇』がその最初のものであったが､
それは一部の部首についてのみ筆画順を採用したもので､なお改良の余地のあるもので
-14
あった｡この収録字を筆画の順に配列すること､また部首を字母の順に配列することが
収録字の検索を容易にすることを企図したものであったことは言うまでもない｡
つぎに歩を進めて､部首内の収録字を全面的に筆画順に配列したのは､明･周家棟の
『洪武正韻桑編』に始まる｡ 『洪武正韻嚢編』では､部首も筆画順に配列されており､こ
れにより､収録字の検索は格段に容易となった｡周家棟は､ 『洪武正韻』の索引『洪武正
韻玉鍵』を参照したことは明らかであるが､ 『改併五書類衆四声篇』との継承関係は認め
られないようである｡また､部首と収録字双方に筆画順を採用した字書としては､従来
その最初のものとして『字垂』の名前が挙げられてきたが､これの誤りであることはす
でに述べた｡また､ 『洪武正韻秦編』と『字嚢』との継承関係については今のところ確認
出来ていないo　さらに『字尭』につづく､ 『正字通』や『康照字典』は､ 『字尭』の影響
を受けて成立したもので､ 『洪武正韻嚢編』との関係は認められないようである｡
以上が､形書史の王朝体制下における概況であるが､今後なお検討すべき課題は多い｡
拾伍
著書は平灰､押韻という詩文制作面よりする需要に基づき､韻書として成立､発展を
遂げてきた｡ここでは､その昔書のその後の展開について､見通しを述べておきたい｡
先にも述べたように､韻書は押韻字検索という実用的要請により魂晋のころに成立し
た｡先ず声調により分けられ､ついで韻により分類されていたと考えられる｡韻という
のが､収録字配列の手段であり､また収録字検索の手段であったのである｡その韻目の
数については､晴の仁寿元年(601)成立の｢切韻｣は193韻､唐の天資10載'(ラ51)成立
の｢唐韻｣が195韻､宋の大中祥符元年(1008)成書の『広韻』が206韻と､その数は異
なるものの､この違いは介母の違いにより韻を分けるかどうかと言うことに関わり､配
列方法そのものに大きな違いがあったからではない｡のち金代になると､ 『礼部韻略』等
に付された､韻の枠を越えて通押することを許す｢同用｣あるいは｢通用｣の規定に基
づいて韻目を106あるいは107に合併した､.いわゆる平水韻が成立するが●46､これとても
まず声調に分け､ついで韻により収録字を分類するという点では､魂の李登の｢声類｣､
晋の呂静の｢韻集｣以来の配列方法と異なるところはない｡
配列方法自体に大きな変更を設けた韻書は､金の韓道昭の『改併五音集韻』であり､
元の熊忠の『古今韻会挙要』である｡
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拾陸
『改併五書集韻』 ･ 『古今韻会挙要』ともに､まず声調で分け､ついで韻に分けるとい
う点では､それ以前の韻書と変わるところがない■47｡それ以前と異なるのは､各韻の中の
小韻を一定の声母の順に配列したことで､これは収録字を検索するという点から言えば､
画期的なものであった｡
まず､ 『改併五音集韻』の小韻は､次のような声母の順に配列されている｡
(1)見渓群疑
(2) (a)端透定泥　(b)知徹澄娘
(3) (a)封湧並明　(b)非敷奉微
(4) (a)精酒従心邪　(b)照穿休審禅
(5)暁匝影喰
(6)莱
(7)日
さらに､これら36の声母(36字母)をさらに一等から四等に分けて,配列する｡そ
してこの3 6字母と一等より四等とを組み合わせて､各小韻の冒頭に陰梓を用いて示し､
その小韻の声母が何であるかを明示的に明らかにする｡例えば､東韻冒頭の小韻につい
て見るならば､ ｢公｣小韻には｢見-｣､ ｢空｣小韻には｢渓→｣等とあるoこのように小
韻が一定の声母の順に配列され､声母を示す指標が各′ト韻の冒頭に示されると､それ以
前の韻書において､小韻の配列順に一定の規則性がなく､その声母が何であるかはいち
いち反切を見る必要があったのに比べ､目当ての文字を探し当てるのが極めて容易とな
っていることが分かる｡
『古今韻会挙要』の小韻の配列順は､基本的には『改併五苦集韻』と同様である｡た
だ､声母を示すのに直接3 6字母を使用することはせず､それを宮商角徴羽の五音と酒
･濁の組み合わせで示す点が異なっている｡その大略を述べれば､前節の『改併五苦集
韻』の声母を示した表で､ (1)牙音を｢角音｣､ (2) (a)舌頭音を｢微音｣､ (3) (a)
重唇音を｢宮音｣､ (3) (b)軽唇音を｢次官音｣､ (4) (a)歯頭書を｢商音｣､ (4) (b)
正歯音を(2) (b)舌上音と併せて｢次商昔｣､ (5)喉音を｢羽音｣､そして(6)来母
を｢半徴商音｣､ (7)日母を｢半商微音｣とするoそして､各五音内は､その発音方法
の相違により･例えば角音では､見母は角清音､渓母は角次清音､群母は角濁音､疑母
は角次濁音のように呼ばれ､これら五昔と清濁との組み合わせを陰梓で付すことにより､
『古今韻会挙要』の小韻の声母は示される｡収録字の検索に便利な点は､ 『改併五音集韻』
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の場合と同様である｡
金元のころになると､このように小韻を一定の順序に配列し､またその声母が何であ
るかを示す文字が付す配列方法が考案され､収録字の検索を極めて容易なものとするこ
とに成功した｡
詩のための韻書である限り､声調によって先ず分け､ついで韻に分けるという､体裁
の基本的な所は変わらない｡あとは､小韻の配列に工夫を凝らし､検索の便を図るぐら
いしか改良の余地は無いであろう｡そういう点から言うと､その様な小韻の配列につい
ては『改併五苦集韻』 ･ 『古今韻会挙要』などで新しい方式の小韻配列とその声母明示の
方法が示されたわけで､あとはそれをどのように応用していくかと言う点に問題は絞ら
れるように思う｡
拾染
以上は詩の押韻字検索のための韻書､韻書の中でもいわゆる詩韻の書と呼ばれるもの
について述べた｡ところで､韻書にはこの詩韻の書のはかに､曲韻の書､詞韻の書とい
うものがあるo　これらは､詩とは異なる押韻の方式を採るために､詩韻の書とは別に編
纂されたものである｡
曲韻として最も早く編纂されたのは､ 『中原音韻』である｡その体裁は次のようになっ
ている｡
(1)収録字は､まず平上去の3声を通して､押韻を許容されるものが大きく19部に
分けるられる●48｡韻目名としては､東鍾･江陽など､当該韻に属する漢字2字を
組み合わせた独特の韻目名が用いられる｡
(2)入声は平上去声に派入する｡
(3)各韻の中は,陰平声･陽平声･上声･去声に分けられる｡
(4)各声調内では､小韻,つまり声母も含め､完全に同音字のグループに分けられ
る｡
『中原音韻』がこのような体裁を取るのは､ 『中原音韻』が元曲のための曲韻の書であり､
元曲では､ (1)平上去声の3声が通押し､ (2)本来入声であったものも､他の3声と
共に押韻されるからである｡
次に､詞韻の書についてであるが､その体裁は次のようになっている●49｡
(1)収録字は､平上去の3声を通して､押韻を許容されるものが14部､入声は独立
して5部の韻部が立てられる｡その韻目名は､詩韻と同じものが用いられる｡
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(2)平上去声よりなる14の部の中は､声調により分けられる｡
(3)各声調の中は､小韻に分けられる｡
『詞林正韻』に代表される詞韻の書は､伝来の詞作品の押韻状況を帰納して作られたも
のであり､ 『詞林正韻』がここに見るような体裁を取るのは､末代の詞が､ (1)平上去
3声で通押すること､ (2)入声は原則として入声字とのみ押韻することによる｡なお､
唐五代の詞作品では､平声は独用､上去声は通じて押韻されるが､野声14部の中を平声
･上声･去声と声調により3分する『詞林正韻』の体裁は､唐五代風の押韻方法を採る
作品を作ろうという場合にも有効である｡
いま見てきたように､同じく青書とは言いながら､詩韻と曲韻､そして詞韻とでは､
その体裁(収録字の配列方法)が一様でないことが明らかとなった｡その違いは､用途
の違いに由来するものであった｡このように､用途の違いにより体裁を異にすると言う
のは､おそらくは苦書のみに限らないものと考えられ､今後の辞書史研究においては､
このような観点からする検討も欠かせないであろう｡
拾伯
以上､音書についてまとめ､併せて今後の見通しを述べる｡
拾陸にも述べたように､詩のための韻書である限り､声調によって先ず分け､ついで
韻に分けるという､体裁の基本的な所は変えようが無く､せいぜいが小韻の配列方法に
どの
ような工夫を加えることが出来るかという問題になろう｡
また､音書にはこの詩韻のほかに､曲韻と詞韻がある｡曲韻は『中原音韻』の基づい
た元曲､いわゆる北曲のほかに南曲があり､南曲では入声があるために『中原音韻』に
少しく変改を加えた曲韻の書が編纂された●50｡しかし､体裁､つまり収録字の配列方法に
関しては､その基本の所は変わらない｡
詞韻は､現存するいずれのものも主として末代の詞作品の押韻を機能して編纂された
ものであるため､その体裁は『詞林正韻』とさして異なるところは無い｡
今回触れる余裕がなかったが､元の『豪苗字韻』･明の『西儒耳目資』など､八思巴文
字･アルファベットといった､漢字以外の文字で表書された青書については､その体裁､
継承関係など､詳細に検討を加え､音書史の中に適正な位置を与える必要があるものと
考えている｡
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拾玖
最後に､字義を配列の手段とする義書についてである｡ここで検討すべきは､ 『爾雅』
にその遠源を持つ魂の張揖の『広雅』等のいわゆる雅類の書と､魂の文帝が編纂したと
される｢皇覧｣に始まる類書である｡これらについて､その配列方法にいかなるものが
あるか､またその継承関係について検討した上で､義書史を構築し､中国辞書史の1章
をそれに充当する必要があるが､これについては今後の検討に待ちたい｡
煎拾
本稿は､中国辞書史を収録字の配列方法という視点から捉え直した時､果たしてどの
ような辞書史となるか､その構想を提示したものである｡以上に述べてきたことをまと
めて､本稿の一応の結びとしたい｡
漢字には､その要素として形･音･義があり､そのおのおのを配列法等とする辞書の
存在することが予想されるが､以上見てきたように､確かに字形､字音､字義を配列の
手段とする形書･音書､義書の存在することが明らかとなった｡そしてこれら3種の辞
書が成立するためには､その配列の手段たる字形､字音､字義の分析の終了しているこ
とが前提となるのであり､これら3種の辞書の噴矢である､義書『爾雅』 ･形書『説文解
字』 ･書書｢声類｣ ･ ｢韻集｣がこの順序で成立したのはほかでもない,字義･字形･字音の
分析がこの順序で困難であったために他ならないことを指摘した｡
形書に関しては･従来は明･梅鼎楚の『字嚢』が部首､収録字双方に筆画臓を採用し
た最初の字書とされてきたが･これは正しくなく､同じく明の周家棟の撰になる『洪武
正韻柔編』がその最初ものであることを明らかにし､中国辞書史の一部の訂正される必
要のあることを指摘した｡
次に･苦書は韻文の平灰･押韻字の検索のための韻書として成立した｡当初は詩のた
めの韻書､詩韻として発展してきたが､近世になって戯曲､詞という､串とはその押韻
方法を異にする韻文が生まれると､それ専用の韻書が編纂されることとなった｡それが､
曲韻であり､詞韻であった｡その体裁は､詩韻が収録字を先ず声調により分け､ついで
韻により分類するのに対し･曲韻･詞韻は平上去3声を通して､曲韻である『中原音韻』
は19部､詞韻である『詞林正韻』は14部に分け､その後に各韻部の中を声調に分けて
いること･また『詞林正韻』は入声4部を独立させていることを示した｡その上で､同
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じく押韻字検索を目的とする韻書でありながら､配列方法がこのように異なるのは､対
象とする韻文の違い､つまりは用途の違いが形式の違いとして現れたことを明らかにし
た｡辞書の用途は､その形式を決定するのである｡
最後に､義書については､その検討は将来に侯ちたい｡
(本稿は､平成20年度科学研究費補助金基盤研究(C)の助成による研究成果の一部である｡)
･1本稿は､平成20年6月28日､琉球大学法文学部において行った報告｢字書･音書･
義書一収録字の配列方法よりする中国辞書史の構想｣の内容を加筆修正したものである｡
*2上海辞書出版社､ 1978年4月｡
*3三省堂､ 1985年｡
*4番号は､引用文に付した番号に対応する｡
*5 ｢按某紳杏字方法編排｣とある｡
･6　本稿においては､字形を配列の手段とするものを形書､字音を配列の手段とするもの
を音書､字義を配列の手段とするものを義書と称することとする｡
･7 『爾雅』の撰者あるいは成書年代については､諸説がある｡孔子の門人が作った(後漢
･鄭玄｢駁五経異義｣)､あるいは周公が著し､孔子･子夏等が増益した(魂･張揖｢上広
雅表｣)というのはにわかに信じがたい｡内容的に､一時一人の手になったものとは考え
がたく,戦国より秦漢にかけて､複数の人により手が入れられ､現在見るような形になっ
たものであろう｡少なくとも､時代的に『説文解字』以前に成書していたことは疑いない｡
･8部首の数は､ 『説文解字』は540､我が国通行の漢和辞典はだいたい220くらいと､そ
の数に大きな違いがある｡また､それに関連して､ある収録字の部首が何であるかについ
ても両者に違いがある｡部首が筆画Jrr酎こ配列され､それに繋属する収録字もその部首内で
筆画順に配列されるという､漢和辞典で採用されているような収録字の配列方法は､明の
梅鼎酢の『字嚢』に始まるとされる｡これの誤りであることについては､後述する｡
･9許慎の叙に､ ｢其建首也,立-為尚, -･･･畢終於亥,知化窮其｣ (部首をたてるについ
ては､ ｢-｣をその始めとし､ -- ｢亥｣に終わる｡そこで､物事の変化を知り､宇宙の
原理を窮める)とある｡
･10例えば､南唐･徐階の『説文解字繋伝』 ｢部叙｣篇は､ 『説文解字』 540部の順序を
もっぱら意味的つながりから解説しようとしたものである｡
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辛ll 『説文解字注』の｢-｣部の最後に､次のようにある｡
凡毎部中字之先後,以義之相引為次｡
*12 『史記』 ｢秦始皇帝本紀｣に､
二十六年(B.C.221)､ ･･････--法度衡TT丈尺,車同軌,書同文字o
とある｡
*13王囲維『史籍篇疏証』 ｢叙録｣に､
史篇之文字,秦之文字,即周秦間酉土之文字也, ･･････壁中書者,周秦間東土之文字也o
とある｡ ｢史篇｣は｢史籍篇｣､ ｢史篇の文字｣は籍文を指す｡ ｢壁中書｣は古文を指す｡
*14勿論､古文あるいは籍文といった文字体系の中から､その体系の中のみで通用する部
首を抽出することも理論的には可能であったが､実際にはそのような部首は考案されなか
った｡それにはいろいろな理由が考えられるが､複雑な字形､文字の屈曲の度合いなど､
古文･籍文などが小策に比べて部首のようなものを抽出しにくい字体であったことも,そ
の理由の一つとしてあげられよう｡
*15 『漢書』 ｢重文志｣ ｢六聾略･小学類｣の叙に､
蒼領七草者･秦丞相李斯所作也,妾歴六章者,車府今週高所作也,博学七草者,太史
今胡母敬所作也｡文字多取史籍篇,両案髄復頗異,所謂素案者也｡
とある｡
*16前注に引き続き､
武帝時司馬相如作凡婿篇,無複字o元帝時黄門今史溝作急就篇,成帝時賂作大匠季長
作元尚筈,皆蒼碩中正字也｡
とある｡
*17張麗生『急就篇研究』 (塞滞商務印書館､ 1983年6月) ｢自序｣ 2頁には∴T羅列諸物
名姓字｣について､本来は｢姓字｣の前に｢諸｣の字があるべきであり､ ｢諸姓字｣は｢衆
人之姓的字｣と解すべきであるとする｡
*18 3書とも現在伝わっておらず､ここの記述は後世の識字教科書の内容からの推測
である｡
*19『障害』 ｢経籍志｣ ｢経部･小学類｣に､一
撃類十着魂左校合李登撰
韻集六巻舌安復今呂静撰
とある｡
*20 ｢五音｣を｢五声｣ともいうこと､ ｢五声｣が声調を指すこと等については､頼惟勤
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『中国古典を読むために』 (大修館書店､平成8年3月) 193-196頁参照｡
*21 『隔書』 ｢経籍志｣で｢韻集｣を6巻とするのは､誤りであるか､序その他を1巻と数え
たのであろう｡
*22 Ⅰはinitialで声母､ Mはmedialで介母､ Vはvowelで主母音､ Eはendingで韻尾､
Tはtoneで声調を表す｡
*23顔之推『顔氏家訓』 ｢苦辞篇｣ ･陸徳明E経典釈文』巻1 ｢条例｣参照o
*24 『中国語学新辞典』 ｢反切｣ (平山久雄) (光生館､昭和44年10月)
*25頼惟勤『中国古典を読むために』 163頁参照｡
*26中国において初めて仏典を翻訳したとされる安世高は､ A.D.147年頃に中国に至り､
訳経を開始した｡宇井伯暮｢支那仏教最初の訳経弘伝者安世高の研究｣ (『訳経史研究』所
収､岩波書店､ 1971年3月)参照｡
'27ここに挙げた例は､いずれも前注所掲宇井論文中より採った｡
*28いずれも､ ｢切韻序｣に見えるものである｡
*29 『類篇』の部首の目録と本文とをつきあわせてみると､実際の部首の数は540部であ
ることが分かる｡ 『漢字百科大事典』 ｢類篇｣ (筆者執筆)参照(明治書院､平成8年1
月)｡
*30商務印書館､ 1986年1月｡
*31ここで240部とするのは､ 214部の誤り｡
*32中国大百科全書出版社､ 1988年｡
*33明治書院､ 1979年2月｡なお､ 『改併五書類衆四声篇』を福田氏は『五苦篇海』と称
する｡
*34 『中国字書史の研究』 388頁参照｡
*35　銭剣夫氏の記述はやや暖味なところがある｡なお､このような考え方は､福田氏以
前の我が国でも同様であった｡福田氏は､我が国において､最初の画引き字書は『字尭』
であると指摘するものとして,桂湖村『漢籍解題』 (明治書院､ 1905年)､川瀬一馬『古
辞書の研究』 (講談社､ 1955年)ほかを挙げている｡ 『中国字書史の研究』 380頁参照｡
*36 『字嚢』 ｢影印説明｣ (上海辞書出版社､ 1991年)参照｡
*37部首は､ 1画の｢-｣に始まり､ 17画の｢禽｣に終わる｡
*38このことについては､拙稿｢《洪武正召射亡鯖》在中国辞弔史上的地イ勘(『語苑摘英』
(二)､大百科全書出版社､ 2007年)において詳論した｡以下の記述はこれに依ったもの
である｡なお､以下の行論では本論文を拙稿と称する｡
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*39 ｢匹日章提要｣はその書名を『正韻嚢編』とする｡
*40 ｢八十｣は｢二百四十｣の誤り｡拙稿参照｡そこには､なぜこのような単純な誤記が
生じたかについても触れておいた｡
*41 『洪武正韻嚢編』巻首の記載及び他の諸資料より､嘉は家の誤りであることが分かる｡
『蘭童法要録』巻20には周家棟の伝がある｡
周家棟･字隆之,湖虜黄安緒籍,麻城露人o甫暦十七年進士｡二十三年,由臨海知緒
選任江西道御史0着病,二十八年,復除虜東道,本年,巡旗雨汎三十二年,督撃北
幾｡三十五年卒｡
なお､部首と部首内の収録字がともに筆画順に配列されていることについては､すでに
｢四庫提要｣に明確な指摘があるため､その具体的な状況についてはここでは触れないこ
ととする｡拙稿参照｡
*42明の官定韻書『洪武正韻』と本書との関係は､ 『集韻』とそれを改編した字書『類
篇』との関係と同様の関係にあると考えると分かり易い｡
*43我が国には､本書の寛文9年翻刻本がある｡その書名は『増補洪武正韻嚢編』とされ
る｡もと4巻であったものが10巻に改められてはいるものの､部首･収録字･字釈に相
違はないようである｡書名に｢増補｣の2字を冠するのは､収録字に関して､ 『洪武正
韻』所収の字に加えて周家棟が少しく増字し､その増加字の上に陰梓で｢増｣の2字を刻し
ているからであろう｡
*44注38所掲拙稿は､ 『洪武正韻柔編』の著者周家棟は､ 『洪武正韻』の索引として編纂
された『洪武正韻玉鍵』 (万暦10年(1582年)以前には刊行)の採用した280の部首と､
それら280の部首内の収録字を筆画順により配列していることに想を得て､改めて240の
部首を立てるとともに､さらに筆画順による配列を､部首内の収録字にとどまらず､部首
の配列にまで応用するに至ったその経緯と『洪武正韻尭編』の体裁･内容､さらには韻書
である『洪武正韻』を字書に改編する必要性が奈辺に存在したかについても論じたもので
ある｡
*45基本的に｢始-終亥｣方式をとる形書であっても､部首の数は必ずしも許懐の540那
をそのまま踏襲したわけではない｡形書史は､この部首の数の変遷も視野に入れて今後考
察する必要があるであろう｡
*46松尾良樹氏は､ 『礼部韻略』 ･ 『集韻』の韻目下に付された通用とされる韻について､
その2あるいは3韻をひとつの押韻の枠として1と数え直すと､ 108になると指摘するC
｢二百六韻と百六韻｣ (『国語科通信』第　三十七号､ 1978年)
*47 『改併五苦集韻』の韻目数は160､ 『古今韻会挙要』は107である｡
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*48 『中原音韻』では､入声は平声･上声･去声のいずれかに入れられ､独立の声調とし
ては立てられていない｡
*49いま､清の弐載の『詞林正韻』をその代表として説明する｡なお､本節を草するに当
たっては､拙稿｢詞韻の書について｣ (『東北大学文学部研究年報』第43号､平成6年3
月)を参照した｡
*50滴･沈乗磨撰『韻学蛸珠』 (1792年序)には野声韻21韻の他に､入声韻8韻があり､南
曲に対応できるようになっている｡
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